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百
科
事
典
《
洲
蒙
閤
彙
》
牧
乗
了
包
括
天
文
、
地
理
、
居
所
、
人
物
、
器
物
、
劫
植

物
等
在
内
的
大
量
括
圏
。
本
文
以
彿
沸
力
例
，
来
分
析
《
洲
蒙
圏
彙
》
如
何
将
《
本
草
鋼

目
》
的
本
文
圏
像
化
，
使
得
教
弄
得
以
普
及
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」
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文
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一

、
『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
版
本
の
図
像
1
「
凡
例
」
か
ら

　
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
刊
、
中
村
楊
斎
（
寛
永
六
〈
一
六
二
九
〉
～
元
禄
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

〈1
七

o
二
〉
）
撰
『
訓
蒙
図
彙
』
二
〇
巻
は
、
日
本
最
初
の
絵
入
り
百
科
事
典
で
あ
り
、

F天
文
」
以
下
十
七
部
か
ら
成
り
、
一
四
八
四
項
目
を
収
録
し
、
各
項
目
に
そ
れ
ぞ
れ
一

図
を
配
し
て
短
い
解
説
を
付
す
。
た
だ
し
、
解
説
を
付
け
な
い
場
合
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ザ

　
『
訓
蒙
図
彙
』
の
初
版
0
寛
文
版
本
の
図
像
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

　
『
訓
蒙
図
彙
』
「
凡
例
」
は
諸
本
に
よ
っ
て
若
干
の
異
同
が
あ
る
が
、
0
寛
文
版
本
の

F凡
例
」
は
、
図
像
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
諸
－
品
ノ
形
－
状
、
並
二
象
二
弦
－
邦
ノ
a
j
　
r
m
俗
土
ー
産
三
　
。
凡
所
ノ
ニ
目
ー
撃
ス
ノ
者

　
　
ハ
、
便
筆
シ
一
ア
而
藁
ス
レ
之
ヲ
。
或
ハ
拠
リ
ニ
画
－
家
ノ
之
所
ニ
レ
写
、
或
ハ
審
二
間
ヒ
ニ
識
ー
者
こ

　
　
　
　
し
か

　
　
一
、
然
シ
テ
ー
後
命
シ
テ
レ
エ
ニ
描
ニ
ー
成
ス
之
ヲ
i
。
其
－
間
二
、
有
ト
キ
ハ
ニ
本
ー
土
ノ
所
レ
無
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
及
ヒ
有
無
未
ル
コ
ト
一
レ
審
ニ
セ
、
則
並
二
以
二
異
－
邦
ノ
風
ー
物
ヲ
一
補
レ
之
ヲ
。

　
　
（
諸
品
の
形
状
、
並
に
弦
の
邦
の
風
俗
土
産
に
象
る
。
凡
そ
目
撃
す
る
所
の
者
は
、

　
　
便
ち
筆
し
て
之
を
墓
す
。
或
い
は
画
家
の
写
す
所
に
拠
り
、
或
い
は
審
か
に
識
る
者

　
　

に
問
ひ
、
然
し
て
後
に
工
に
命
じ
て
之
を
描
成
す
。
其
の
間
に
、
本
土
の
無
き
所
及

　
　
び
有
無
未
だ
審
か
に
せ
ざ
る
こ
と
有
る
と
き
は
、
則
ち
並
に
異
邦
の
風
物
を
以
て
之

　
　
を
補
ふ
。
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
0
寛
文
版
本
の
図
像
は
、
基
本
的
に
は
楊
斎
自
身
が
直
接
見
聞
し
た

も
の
を
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
、
画
家
の
写
し
た
絵
に
依
拠
し
た
り
、
識
者
に

尋

ね
た
こ
と
を
画
工
に
描
か
せ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
本
土
に
な
い
も
の
や
有

無
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
は
、
主
に
中
国
等
の
「
異
邦
の
風
物
」
に
よ
っ
て
補
っ
た
と
い

l
つ
。

　

こ
れ
ら
●
寛
文
版
本
の
図
像
は
、
ど
の
よ
う
な
典
籍
に
依
拠
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
訓
蒙
図
彙
』
●
寛
文
版
本
「
凡
例
」
は
、
引
用
書
目
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

　
　
引
－
讃
ノ
之
図
ー
書
、
漢
－
字
ハ
以
二
一
二
ー
才
ー
図
－
会
農
ー
政
－
全
－
書
及
ヒ
諸
ー

　
　
家
ノ
本
－
草
ノ
之
図
ー
説
ヲ
一
為
レ
主
ト
、
凡
訓
ー
詰
注
－
疏
稗
ー
史
雑
ー
編
ノ
中
、
有
ト

　
　
キ
ハ
ニ
明
－
徴
一
、
則
採
－
撚
シ
．
ア
以
稗
－
益
ス
ム
矢
。
国
ー
書
ハ
、
以
二
源
－
氏
力
和
－
名
－

　
　
集
ヲ
一
為
シ
レ
本
ト
、
以
二
林
－
氏
ヵ
多
ー
識
ー
編
ヲ
　
継
レ
之
二
。
凡
類
－
編
、
雑
ー
抄
如
キ

　
　
ニ
字
ー
鏡
塩
ー
嚢
下
－
学
節
ー
用
ノ
之
等
ノ
一
、
並
二
参
ヘ
レ
之
二
補
レ
之
ヲ
。

　
　
（
引
謹
の
図
書
、
漢
字
は
『
三
才
図
会
』
『
農
政
全
書
』
及
び
諸
家
の
本
草
の
図
説
を

　
　
以
て

主

と
為
し
、
凡
そ
訓
詰
・
注
疏
・
稗
史
・
雑
編
の
中
、
明
徴
有
る
と
き
は
、
則

　
　
ち
採
撫
し
て
以
て
榑
益
す
。
国
書
は
、
源
氏
が
『
和
名
集
』
を
以
て
本
と
為
し
、
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
氏
が

『多
識
編
』
を
以
て
之
に
継
ぐ
。
凡
そ
類
編
、
雑
抄
は
『
字
鏡
』
『
塩
嚢
』
『
下

　
　
学
』
『
節
用
』
等
の
如
き
、
並
び
に
之
に
参
へ
、
之
を
補
ふ
。
）
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「
凡
例
」
で
中
村
暢
斎
が
自
ら
あ
げ
た
漢
籍
・
和
書
の
引
用
書
目
は
、
次
の
と
お
り
で

　
あ
る
。

　
　
漢
籍
　
『
三
才
図
会
』
・
『
農
政
全
書
』
・
「
諸
家
の
本
草
の
図
説
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
和
書
　
源
氏
『
和
名
集
［
抄
］
』
・
林
氏
『
多
識
編
』
・
『
字
鏡
［
集
］
』
『
塩
［
藍
］
嚢

　
　
　
　
　
［
⑨
］
』
『
下
学
［
集
］
』
『
節
用
［
集
］
』

　
『
訓
蒙
図
彙
』
が
引
用
す
る
漢
籍
の
う
ち
、
図
像
を
載
せ
る
も
の
は
、
次
の
二
書
で
あ

　
り
、

　
　
明
・
万
暦
三
七
年
（
一
六
〇
九
）
刊
、
王
折
・
王
思
義
撰
『
三
才
図
会
』
一
〇
六
巻

　
　
明
・
崇
禎
十
二
年
（
一
六
三
九
）
刊
、
徐
光
啓
撰
『
農
政
全
書
』
六
〇
巻

こ
の
ほ
か
に
「
諸
家
の
本
草
の
図
説
」
が
あ
る
。

　
『
三
才
図
会
』
の
図
像
が
『
訓
蒙
図
彙
』
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
杉
本
つ
と
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

氏
、
勝
又
基
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
「
諸
家
の
本
草
の
図
説
」
は
特
定
さ
れ
な
い
種
々
の
本

草
書
を
さ
す
と
み
ら
れ
る
が
、
勝
又
氏
が
、
明
・
万
暦
二
四
年
（
一
五
九
六
）
刊
、
李
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
　

珍
撰

『本
草
綱
目
』
の
図
像
の
影
響
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
海
野
一
隆
氏
は
「
凡

例
」
に
掲
出
さ
れ
な
い
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
刊
、
『
万
国
総
図
・
万
国
人
物
図
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
物
図
が
、
『
訓
蒙
図
彙
』
の
人
物
図
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
論
じ
ら
れ
た
。

　
本
稿

は
、
『
三
才
図
会
』
に
も
『
農
政
全
書
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
「
猫
彿
」
の

図
像
を
と
り
あ
げ
、
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
の
図
像
を
比
較
検
討

し
、
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
が
、
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
に
記
述
さ
れ
た
内
容
を
ど
の

よ
う
に
図
像
化
し
た
の
か
、
そ
の
手
法
を
考
察
す
る
。

二
、
『
訓
蒙
図
彙
』
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
図
像
の
二
系
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ロ

　
『
訓
蒙
図
彙
』
に
は
、
主
に
次
の
三
種
類
の
版
本
が
伝
存
す
る
。

　
　
0
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
刊
、
初
版
『
訓
蒙
図
彙
』
二
〇
巻

　
　
②
元
禄
八
年
（
＝
ハ
九
五
）
刊
、
増
補
版
『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
』
1
1
1
巻

　
　
③
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
刊
、
増
補
版
『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
大
成
』
1
1
1
巻

　
先
述
の
よ
う
に
、
初
版
で
あ
る
0
寛
文
版
本
に
は
、
各
項
目
に
一
四
八
四
の
図
像
を
収

載
す
る
。
こ
の
う
ち
、
十
八
の
図
像
が
、
『
本
草
綱
目
』
の
図
像
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と

に
注
目
し
た
い
。

　
明
・
李
時
珍
撰
『
本
草
綱
目
』
は
十
六
部
六
〇
類
一
八
九
二
項
目
か
ら
成
り
、
明
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

版
本
が
伝
存
す
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
次
の
三
種
で
あ
る
。

　
　
明
・
万
暦
二
四
年
（
一
五
九
六
）
刊
、
初
版
本
「
金
陵
本
」

　
　
明
・
万
暦
三
一
u
r
　
（
1
六
〇
三
）
刊
、
校
訂
本
「
江
西
本
」

　
　
明
・
崇
禎
十
三
年
（
一
六
四
〇
）
刊
、
校
訂
本
「
武
林
銭
衙
本
」

　
杉
本
つ
と
む
氏
は
、
こ
れ
ら
の
三
種
の
版
本
が
、
江
戸
初
期
に
日
本
に
舶
来
さ
れ
た
と

巨
、
渡
邊
幸
三
氏
は
日
本
伝
来
後
の
『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
の
系
統
を
整
理
さ
れ
た
。
渡

邊
氏
の
諸
本
研
究
に
よ
れ
ば
、
『
訓
蒙
図
彙
』
初
版
●
寛
文
版
本
刊
行
の
前
後
に
、
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゆ
　

四

種
の

『本
草
綱
目
』
和
刻
本
が
版
行
さ
れ
て
い
る
。

①
寛
永
十
四
年

　
　
②
承
応

　
　
③
万
治

　
　
0
寛
文

　
　
④
寛
文

　
渡
邊
氏
の

陵
本
」
と
、

て
、

　
　
　
　
　

諸
本
研
究

に
よ
れ
ば
、
　
　
　
　
『
本
草
綱
目
』
初
刊
本
「
金

こ
れ
を
継
承
し
た
「
江
西
本
」
　
　
　
　
　
　
　
が
粗
拙
で
あ
る
の
に
対
し

　
　
　

の
附

図
は
は
る
か
に
写
実
的
で
あ
る
。
「
武
林
銭
衙
本
」
は
、
銭

　
　
　
　
　
　
特
に

『本
草
綱

目
』
の
図
像
を
描
き
直
し
、
こ
れ
を
上
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『本
草
綱

目
』
最
初
の
和
刻
本
①
寛
永

　
　
　
　
　
F
江
西
本
」
系
統
の
訓
点
本
を
祖
本
と
す
る
。
②
承
応
二
年
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

像
は
①
寛
永
版
本
の
ぞ

写
実
的
な
「
武
林
銭
衙
本
」
の
図
像
に
入
れ
替
え
て
い
る
。
③
万
治
二
年
版

　
　
　
　

を
校
訂
加
訓
し
た
重
刻
と
さ
れ
る
。
④
寛
文
九
年
版
本
の
図
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
別
稿
に
お
い
て
、
『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
①
～
④
の
図

　
　
　
●
の
図
像
の
う
ち
、
両
者
に
共
通
す
る
十
八
の
図
像
を
抽
出
し
、
比

　
　
　
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
成
立
前
後
の
四
種
の
和
刻
本
の
図
像
の

　
　
　
（
＝
ハ
三
七
）

二
年
（
＝
ハ
五
三
）

二
年
（
一
六
五
九
）

六
年
（
一
六
六
六
）

九
u
r
　
（
1
六
六
九
）

『本
草
綱
目
』

『本
草
綱
目
』
版
本

『本
草
綱

目
』
版
本

『本
草
綱

目
』
版
本

『訓
蒙
図
彙
』
刊
行

『本
草
綱

目
』
版
本

　
　
F
武
林
銭
衙
本
」

蔚
起
が
江
西
本
を
全
訂
し
、

中
・
下
三
巻
に
分
け
て
改
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

十
四
年
版
本
の
版
木
は
、

本

は
、
本
文
は
①
寛
永
版
本
の
版
木
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
が
、

れ
を
廃
し
、

本
は
、
「
武
林
銭
衙
本
」

は
、
③
万
治
二
年
版
本
を
継
承
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

　
渡
邊
氏
の

研
究
を
踏
ま
え
て
、

像
と
『
訓
蒙
図
彙
』

較
検
討
し
た
結
果
、

典
拠
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
　
①
寛
永
十
四
年
二
六
l
二
七
）
『
本
草
綱
目
』
版
本
　
「
江
西
本
」
系
統
の
図
像
を
採
用
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②
承
応
　
二
年
（
一
六
五
三
）
弼
本
草
網
目
』
版
本
〔
「
武
林
銭
衛
本
」
の
麹
債
を
採
用

　
　
翁
万
治
⌒
　
二
“
ヰ
G
a
ハ
五
九
）
『
本
曲
早
綱
　
鷺
』
版
本
〔
「
｛
践
林
註
跳
斎
W
友
い
」
の
鐵
撫
ひ
を
採
用

　　
▲
鱈
一
審
一
文
　
ふ
ハ
〔
ヰ
（
一
山
ハ
ム
ハ
⊥
ハ
）
『
謂
酬
悲
家
図
土
案
』
刊
行

　
　④
嘗
w
文
　
九
年
（
一
山
ハ
｛
ハ
山
九
）
『
本
W
早
綱
目
」
忙
顕
本
　
「
武
林
銭
合
筒
本
」
　
の
摺
像
を
採
田
川

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
本
草
綱
目
』
和
刻
本
①
～
④
の
鐵
像
に
は
、
次
の
二
つ
の
系
統
A

系
統
①
・
B
系
統
②
③
④
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
　

A
系
統
　
①
寛
永
十
四
年
版
本
の
図
像

　
　
B
系
統
〔
②
承
応
二
年
刊
本
の
図
像
…
⑤
万
治
二
年
版
本
の
欝
像
」
⑧
寛
文
九
年
歳

　
ま
た
、
　
i
f
e
w
蒙
図
彙
」
⑳
寛
文
販
本
の
図
像
は
、
ぺ
本
草
綱
馨
」
和
刻
本
B
系
統
②
③
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
へ

図
像
を
、
直
接
参
看
し
て
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
た

だ

し
、
　
i
f
m
e
蒙
図
彙
」
⑳
寛
文
版
本
の
図
豫
と
『
本
草
綱
慧
《
和
刻
本
B
系
統
の
図

像
と
の
関
係
は
、
単
な
る
参
看
、
踏
襲
に
と
ど
ま
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

本
稿

で

は
へ
訓
蒙
図
彙
』
⑫
寛
文
版
本
を
取
り
上
げ
、
巻
十
二
「
畜
獣
」
に
収
載
す
る

　
こ
　
　
こ

「猫
猿
」
の
項
を
対
象
と
し
て
、
『
訓
蒙
図
藻
』
⑧
寛
文
版
本
と
『
本
草
網
自
」
和
刻
本
本

文

と
懸
豫
の
関
係
を
検
討
す
る
。
た
だ
し
、
⑧
万
治
二
年
版
本
が
所
在
不
明
の
た
め
、
確

認
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
版
本

の

図
像
を
、
A
系
統
①
寛
永
十
四
年
版
本
、
B
系
統
③
万
治
二
年
版
本
、
B
系
統
④
寛
文

丸
年
版
本
と
の
比
較
検
討
を
行
う
。

Σ
、
『
訓
蒙
図
藁
』
寛
文
版
本
「
猫
沸
」
の
図
像
と
『
本
草
綱
芭
』

　
『
講
蒙
図
彙
』
●
寛
文
版
本
「
擁
猪
」
の
図
像
は
、
『
本
草
網
目
』
の
影
響
を
ど
の
よ
う

に
受
け
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
は
、
『
訓
蒙
鐵
彙
』
⑳
寛
文
版
本
の
図
像
と
ぞ
本
草
綱
目
』
の
本
文
を
照
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ト
ニ

合
わ

せ
な
が
ら
、
A
系
競
①
・
B
系
続
②
④
の
図
像
と
を
比
較
す
る
．
、

　
　
図
A
『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
版
本
⑳

　
　
願
B
戦
本
草
網
目
」
A
系
統
①
「
錦
狸
」

　
　
図
C
『
本
草
嫡
目
」
8
系
統
②
「
擁
矯
」

　
　
図
D
『
本
草
綱
恩
B
系
統
④
一
擁
楊
」

　
図
A
～
D
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
｝
，
彿
彿
」
の
伺
き
で
あ
る
。
〔
該

蒙
懸
萱
◎
寛
文
版
本
は
右
向
き
で
あ
る
の

に
対
し
Y
J
、
　
i
f
本
草
綱
目
』
A
系
統
①
、
B

系
統
②
④
は
い
ず
れ
も
左
向
き
で
あ
る
。
灘

像
の
向
き
や
泣
置
を
左
右
反
対
に
す
る
こ
と

は
、
絵
入
り
百
科
事
典
に
よ
く
見
ら
れ
る
現

象
で
あ
り
、
こ
こ
こ
で
は
特
に
取
り
上
げ
な

い
。

　
第
二
に
、
「
擁
郷
」
の
毛
髪
で
あ
る
。
〔
訓

蒙
図
彙
』
⑳
寛
文
版
本
は
、
長
髪
の
プ
沸

猪
」
の
横
何
き
の
姿
を
描
く
．
、
『
本
草
綱

自
撫
A
系
統
①
、
B
系
競
②
④
も
伺
様
で
あ

る
。
こ
れ
は
『
本
草
綱
自
』
「
沸
佛
」
本
文

が

デ爾
雅
こ
を
引
い
て
、

　
　
『
爾
雅
し
＝
F
f
、
擁
魏
、
如
人
被
髪
迅
走

　
　
食
入
。

　
　
二
爾
雅
』
に
云
く
、
「
彿
篠
、
人
の
被

　
　
髪
し
て
迅
く
走
る
が
如
く
、
人
を
食

　
　
ふ
」
と
。
）

と
す
る
記
述
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
に
、
「
沸
猫
」
の
表
情
で
あ
る
．
、
『
訓

蒙
図
彙
】
⑳
寛
文
版
本
、
l
f
本
草
綱
目
｝
A

系
統
①
、
B
系
統
②
④
は
す
べ
て
㎡
獲
捧
」

は

笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
。

　
l
n
e
獅
沸
」
の
笑
い
に
つ
い
て
は
、
へ
本
草
綱

蓉
』
本
文
に
『
山
海
経
』
を
引
い
て
、
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
ぞ
山
海
経
』
云
、
桑
羊
、
入
面
、
長

　
　
唇
、
黒
身
、
有
毛
、
反
踵
。
見
入
則

図BC図◎
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笑
、
笑
則
上
唇
掩
目
。

　
　
（
『
山
海
経
』
に
云
く
、
「
臭
羊
、
人
面
、
長
唇
に
し
て
、
黒
身
、
毛
有
り
て
反
踵
な

　
　
り
0
人
を
見
れ
ば
則
ち
笑
ひ
、
笑
へ
ば
則
ち
上
唇
は
、
目
を
掩
ふ
o
）

　
ま
た
、
李
時
珍
の
説
と
し
て
、
『
方
輿
志
』
を
引
い
て
「
人
に
逢
へ
ば
、
則
ち
笑
ふ
」

と
し
、

　
　
時
珍

日
、
按
『
方
輿
志
』
云
、
猫
彿
、
西
蜀
及
処
州
山
中
亦
有
之
、
呼
為
人
熊
。
人

　
　
亦

食
其
掌
、
剥
其
皮
。
閨
中
沙
縣
幼
山
有
之
、
長
丈
絵
、
逢
人
則
笑
。
呼
為
山
大

　
　
人
o
或
日
野
人
及
山
魍
也
。

　
　
（
時
珍
曰
く
、
F
按
ず
る
に
、
『
方
輿
志
』
に
云
く
、
「
猫
猫
、
西
蜀
及
び
処
州
山
中
に

　
　
も
亦
た
之
有
り
、
呼
び
て
「
人
熊
」
と
為
す
。
人
も
亦
た
、
其
の
掌
を
食
ひ
、
其
の

　
　
皮
を
剥
ぐ
。
閏
中
沙
縣
幼
山
、
之
有
り
、
長
丈
余
り
。
人
に
逢
へ
ば
、
則
ち
笑
ふ
。

　
　
呼
び
て

「山
大
人
」
と
為
す
。
或
い
は
曰
く
、
r
野
人
」
及
び
「
山
魑
」
な
り
。
）

同
じ
v
、
李
時
珍
が
郡
顕
明
撰
『
南
康
記
』
を
引
い
て
「
人
を
見
れ
ば
軌
ち
目
を
閉
じ
、

口

を
開
き
て
笑
ふ
が
如
し
」
と
あ
る
。

　
　
又
郵
顕

明
『
南
康
記
』
云
、
山
都
、
形
如
昆
命
人
、
通
身
生
毛
。
見
人
瓠
閉
目
、
開

　
　
口

如
笑
。
好
在
深
澗
中
翻
石
、
寛
蟹
食
之
。

　
　
（
又
、
部
顕
明
の
『
南
康
記
』
に
云
く
、
r
山
都
、
形
ち
昆
命
人
の
如
く
、
通
身
毛
を

　
　
生

ず
。
人
を
見
れ
ば
軌
ち
目
を
閉
じ
、
口
を
開
き
て
笑
ふ
が
如
し
。
好
み
て
深
澗
中

　
　
に
在
て
石
を
翻
し
て
、
蟹
を
査
め
て
之
を
食
ふ
」
と
。
）

　
『
本
草
綱
目
』
『
訓
蒙
図
彙
』
の
「
獅
猫
」
の
笑
み
は
、
こ
れ
ら
『
本
草
綱
目
』
の
本

文
を
図
像
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
訓
蒙
図
彙
』
図
A
「
猫
猫
」
の
上
唇
が
き
わ
め
て

大

き
く
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
『
本
草
綱
目
』
所
引
『
山
海
経
』
に
「
笑
へ
ば
則
ち
上
唇

は
、
目
を
掩
ふ
」
と
あ
る
一
文
を
忠
実
に
反
映
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
第
四
に
、
「
猫
彿
」
の
ポ
ー
ズ
で
あ
る
。
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
は
、
「
猫
猫
」
が

山
中
の
岩
壁
に
寄
り
か
か
っ
て
座
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
本
草
綱
目
』
A
系
統

①
、
B
系
統
②
④
は
い
ず
れ
も
立
ち
姿
で
あ
る
。

　

こ
の
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
の
「
猫
猫
」
が
岩
壁
に
寄
り
か
か
る
ポ
ー
ズ
も
ま

た
、
『
本
草
綱
目
』
が
典
拠
と
考
え
ら
れ
る
。
『
本
草
綱
目
』
「
彿
彿
」
の
「
睡
則
椅
物

（睡
れ
ば
、
則
ち
物
に
椅
る
）
」
と
い
う
一
文
に
注
目
し
た
い
。

　
　
『
山
海
経
』
云
、
臭
羊
、
人
面
、
長
唇
、
黒
身
、
有
毛
、
反
踵
。
見
人
則
笑
、
笑
則

　
　
上
唇
掩
目
。
郭
撲
云
、
交
廣
及
南
康
郡
山
中
、
亦
有
此
物
。
大
者
長
丈
鹸
、
俗
呼
為

　
　
山
都
。
宋
建
武
中
、
猿
人
進
雌
雄
二
頭
。
帝
問
土
人
丁
饗
饗
日
、
其
面
似
人
、
紅
赤

　
　
色
、
毛
似
禰
猴
、
有
尾
。
能
人
言
、
如
鳥
聲
。
善
知
生
死
、
力
負
千
鈎
。
反
踵
無

　
　
膝
。
睡
則
椅
物
。
獲
人
則
先
笑
而
後
食
之
。
猟
人
因
以
竹
筒
貫
腎
誘
之
、
侯
其
笑

　
　
時
、
抽
手
以
錐
釘
其
唇
著
額
、
候
死
而
取
之
。
髪
極
長
、
可
為
頭
髪
。
血
堪
染
靴
及

　
　
緋
、
飲
之
使
人
見
鬼
也
。
帝
乃
命
工
図
之
。

　
　
（
『
山
海
経
』
に
云
く
、
「
臭
羊
、
人
面
、
長
唇
に
し
て
、
黒
身
、
毛
有
り
て
反
踵
な

　
　
り
0
人
を
見
れ
ば
則
ち
笑
ひ
、
笑
へ
ば
則
ち
上
唇
は
、
目
を
掩
ふ
」
と
。

　
　
郭
撲
云
く
、
「
交
廣
及
び
南
康
郡
の
山
中
に
も
、
亦
た
此
の
物
有
り
。
大
な
る
も

　
　
の
、
長
丈
飴
り
、
俗
に
呼
び
て
『
山
都
』
と
為
す
。
宋
の
建
武
中
、
猿
人
、
雌
雄
二

　
　
頭

を
進
る
。
帝
、
土
人
、
丁
饗
に
問
ふ
。
饗
日
v
、
r
其
の
面
、
人
に
似
て
紅
赤
色

　
　
な
り
。
毛
は
彌
猴
に
似
て
、
尾
有
り
。
人
言
を
能
く
し
、
鳥
聲
の
如
し
o
善
く
生
死

　
　
を
知
る
。
力
、
千
鈎
を
負
ふ
。
反
踵
し
、
膝
無
し
。
睡
れ
ば
、
則
ち
物
に
椅
る
。
人

　
　
を
獲
れ
ば
、
則
ち
先
づ
笑
ひ
て
而
し
て
後
に
之
を
食
ふ
。
猟
人
、
因
り
て
竹
筒
を
以

　
　
て
腎
を
貫
き
、
之
を
誘
ふ
。
其
の
笑
ふ
時
を
侯
ち
て
、
手
を
抽
き
、
錐
を
以
て
其
の

　
　
唇
に

釘

し
、
額
に
著
く
。
死
す
る
を
候
ち
て
之
を
取
る
。
髪
は
極
て
長
く
、
頭
髪
と

　
　
為
る
べ
し
。
血
は
、
靴
及
び
緋
を
染
む
に
堪
ふ
。
之
を
飲
め
ば
、
人
を
し
て
鬼
を
見

　
　
［
現
］
し
む
る
な
り
」
と
。
帝
、
乃
ち
工
に
命
じ
て
之
を
図
く
。

　
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
は
、
こ
の
一
文
に
拠
っ
て
、
岩
壁
に
寄
り
か
か
る
「
彿

猫
」
の
ポ
ー
ズ
を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の

こ
と
か
ら
、
『
訓
蒙
図
彙
』
●
寛
文
版
本
の
図
像
は
、
『
本
草
綱
目
』
の
図
像

と
本
文
に
密
接
に
依
拠
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本

が

『本
草
綱

目
』
の
本
文
を
参
看
引
用
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
は
、
す
で
に
別
稿
で
も

　
　
　
　
ほ
り

論
証
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
『
本
草
綱
目
』
本
文
と
図
像
自
体
が
対
応
し
て
い
る
。

こ
れ
を
参
看
し
た
中
村
楊
斎
は
、
よ
り
緊
密
に
『
本
草
綱
目
』
本
文
の
考
証
を
『
訓
蒙
図

彙
』
0
寛
文
版
本
の
図
像
に
反
映
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
。
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四
、
『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
版
本
「
沸
携
」
の
本
文
と
『
本
草
綱
目
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
ヒ

　
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
「
猫
猫
」
の
図
像
は
、
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
と
図
像
を
忠

実

に
図
像
化
し
て
い
た
o

　
ま
た
、
別
稿
で
は
『
訓
蒙
図
彙
』
●
寛
文
版
本
の
本
文
が
、
『
本
草
綱
目
』
に
み
え
る

異
名
・
梵
名
、
独
自
異
文
を
摂
取
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
　

本
の
本
文
が
、
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
を
忠
実
に
引
用
し
た
可
能
性
を
論
じ
た
。

　
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
「
猫
猫
」
の
本
文
も
、
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
を
引
用
し
た

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
『
本
草
綱
目
』
に
は
、
撰
者
李
時
珍
に

よ
る
詳
細
な
考
証
が
施
さ
れ
て
い
る
。
中
村
楊
斎
は
『
訓
蒙
図
彙
』
●
寛
文
版
本
の
撰
述

に
あ
た
っ
て
、
『
本
草
綱
目
』
本
文
の
考
証
を
、
ど
の
よ
う
に
読
み
解
い
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

　
表

1
は
、
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
「
彿
沸
」
の
本
文
を
『
本
草
綱
目
』
と
対
照
し

　
　
　
　
　
ハ
ロ

た
も
の
で
あ
る
。

表
1
・
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
に
お
け
る
「
猫
沸
」
の
異
名

『訓
蒙
図
彙
』
「
獅
猫
」

『本
草
綱
目
』
「
彿
猫
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
ひ
「
猫
猫
」
◎
又
作
「
萬
ー
竃
」
。

「猫
猫
」
、
「
竃
閨
〈
與
「
彿
」
同
、
亦
作
「
費
」
〉
」
、

　
　
　
　
　
け
う
　
　
や
う
⑤
一
名
、
巣
ー
羊

臭
羊
〈
『
山
海
経
』
〉
、
野
人
〈
『
方
輿
志
』
〉
、
人
熊
。
時
珍
日
、
『
爾
雅
』
作
猫
。
『
説
文
』
作
竃
、
從
昌
從
函
從
内
、
象
形
。

　
　
　
　
　
さ
ん
　
　
　
と
◎
或
日
、
山
ー
都
亦
同
。

按
、
郭
撲
謂
、
山
都
即
猫
魏
、
梢
似
差
別
、
抑
名
同
物
異
與
。

　
表

1
か
ら
、
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
、
『
本
草
綱
目
』
の
掲
出
語
「
猫
猫
」
、
お
よ

び
異
名
⑧
「
竃
閨
」
、
⑤
「
泉
羊
」
、
◎
「
山
都
」
が
共
通
し
て
確
認
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
『
訓
蒙
図
彙
』
●
寛
文
版
本
の
掲
出
語
「
猫
彿
」
は
『
本
草
綱
目
』
と
一
致

す
る
。

　
第
二
に
、
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
が
「
又
作
」
と
し
て
あ
げ
る
異
名
⑧
「
竃
留
」

は
、
『
本
草
綱
目
』
で
は
「
竃
」
「
彿
」
は
同
字
で
あ
り
、
「
費
」
は
通
行
字
体
と
す
る
。

李
時
珍
の
説
と
し
て
、
『
爾
雅
』
「
猫
」
を
あ
げ
、
『
説
文
』
「
畠
」
が
「
昌
」
「
函
」
「
内
」

に
従
う
象
形
文
字
と
す
る
。

　
第
三
に
、
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
が
＝
名
」
と
し
て
あ
げ
る
異
名
⑤
「
泉
－
羊
」

の
典
拠
は
、
『
本
草
綱
目
』
は
『
山
海
経
』
の
「
臭
羊
」
で
あ
る
。

　
第
四
に
、
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
が
「
或
日
」
と
し
て
あ
げ
る
異
名
◎
「
山
都
」

に

つ
い

て
、
『
本
草
綱
目
』
は
『
山
海
経
』
郭
撲
注
「
俗
呼
之
日
山
都
」
を
引
く
。

　
　
『
山
海
経
』
云
、
泉
羊
、
人
面
、
長
唇
、
黒
身
、
有
毛
、
反
踵
。
見
人
則
笑
、
笑
則

　
　
上
唇
掩
目
。

　
　
郭
撲

云
、
交
廣
及
南
康
郡
山
中
、
亦
有
此
物
。
大
者
長
丈
鈴
、
俗
呼
為
山
都
。

　
　
（
『
山
海
経
』
に
云
く
、
「
藁
羊
、
人
面
、
長
唇
に
し
て
、
黒
身
、
毛
有
り
て
反
踵
な

　
　
り
0
人
を
見
れ
ば
則
ち
笑
ひ
、
笑
へ
ば
則
ち
上
唇
は
、
目
を
掩
ふ
」
と
。

　
　
郭
撲
云

く
、
F
交
廣
及
び
南
康
郡
の
山
中
に
も
、
亦
た
此
の
物
有
り
。
大
な
る
も

　
　
の
、
長
丈
鹸
り
、
俗
に
呼
び
て
『
山
都
』
と
為
す
」
と
。
）

た
だ
し
、
『
本
草
綱
目
』
撰
者
李
時
珍
は
、
こ
の
「
山
都
」
を
「
彿
猫
」
と
見
な
し
う
る

か
否
か
、
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

　
　
按
、
郭
撲
謂
山
都
、
即
彿
猫
。
稽
似
差
別
、
抑
名
同
物
異
與
。

　
　
（
按
ず
る
に
、
郭
撲
謂
ふ
と
こ
ろ
の
「
山
都
」
は
、
即
ち
「
猫
猫
」
な
り
。
梢
や
似

　
　
て

差
別
あ
り
。
抑
そ
も
名
は
同
じ
く
し
て
、
物
は
異
な
る
か
。
）

　

こ
れ
を
参
看
し
た
『
訓
蒙
図
彙
』
●
寛
文
版
本
は
、
「
山
都
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

記
す
。

　
　
或
日
、
山
都
亦
同
。

　
　
（
或
日
、
山
都
亦
た
同
じ
。
）

　
そ
こ
で
、
「
或
日
」
に
注
目
し
た
い
。
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
「
凡
例
」
に
は
、

r或
日
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
其
未
ル
レ
審
を
フ
者
ハ
、
称
シ
テ
ニ
或
ー
日
ト
一
以
備
二
参
ー
閲
ニ
ム
矢
o

　
　
（
其
の
未
だ
審
ら
か
な
ら
ざ
る
者
は
「
或
日
」
と
称
し
て
以
て
参
閲
に
備
ふ
o
）

　
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
は
、
未
詳
の
も
の
を
「
或
日
」
と
称
し
て
参
考
に
あ
げ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
訓
蒙
図
彙
』
●
寛
文
版
本
は
、
『
本
草
綱
目
』
の
李
時
珍

の

考
証
を
参
看
し
、
r
山
都
」
を
「
彿
彿
」
の
異
名
と
し
て
よ
い
か
ど
う
か
、
李
時
珍
自

一
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身
が
迷
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
未
詳
の
も
の
を
備
考
と
し
て

あ
げ
る
「
或
日
」
と
い
う
形
式
で
「
山
都
」
を
引
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
「
彿
獅
」
の
異
名
は
、
『
本
草
綱
目
』

に
す
べ
て
確
認
さ
れ
た
。
し
か
も
、
李
時
珍
が
疑
義
を
呈
し
た
異
名
「
山
都
」
を
「
或

日
」
と
称
し
て
r
参
閲
に
備
ふ
」
な
ど
、
『
本
草
綱
目
』
の
考
証
を
詳
細
に
読
み
解
き
、

尊
重
し
て
い
る
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
「
猫
彿
」
の
本
文

は
、
『
本
草
綱
目
』
本
文
の
み
な
ら
ず
、
李
時
珍
の
考
証
ま
で
も
忠
実
に
継
承
し
て
い
た

の

で
あ
る
。

む
す
び

　
以

上
、
『
訓
蒙
図
彙
』
●
寛
文
版
本
「
猫
猫
」
の
図
像
と
本
文
に
つ
い
て
、
出
典
『
本

草
綱

目
』
と
の
関
係
を
検
討
し
て
き
た
。
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
「
猫
猫
」
の
図
像

は
、
『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
B
系
統
の
図
像
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
本
文

分
析
の
上
で
、
新
た
な
図
像
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
二
点
が
確

認
さ
れ
よ
う
。

　
第
一
に
、
『
訓
蒙
図
彙
』
0
寛
文
版
本
「
佛
佛
」
の
図
像
は
、
『
本
草
綱
目
』
和
刻
本

「
彿
彿
」
の
図
像
の
向
き
を
左
右
反
対
に
し
、
さ
ら
に
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
に
示
さ
れ

た
「
彿
彿
」
の
長
い
毛
髪
、
笑
み
を
浮
か
べ
た
表
情
、
岩
に
寄
り
か
か
る
ポ
ー
ズ
を
、

『本
草
綱

目
』
以
上
に
忠
実
に
図
像
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
二
に
、
『
訓
蒙
図
彙
』
●
寛
文
版
本
「
猫
彿
」
の
本
文
は
、
『
本
草
綱
目
』
和
刻
本
の

本
文
、
引
用
漢
籍
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
を
駆
使
し
て
考
証
を
加
え
た
李
時
珍
の
説
を

き
わ
め
て
厳
格
に
踏
襲
し
、
尊
重
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
中
村
暢
斎
は
、
『
訓
蒙
図

彙
』
0
寛
文
版
本
の
撰
述
に
あ
た
っ
て
、
「
凡
例
」
に
あ
げ
た
と
お
り
、
「
或
日
」
の
注
記

を
厳
格
に
使
用
し
て
い
た
。

　

日
本
最
初
の
絵
入
り
百
科
事
典
『
訓
蒙
図
彙
』
は
、
「
凡
例
」
に
「
諸
家
の
本
草
の
図

説
」
と
し
て
不
特
定
の
本
草
書
を
あ
げ
る
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、
「
本
草
の
図
説
」
の

な
か
で
、
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
は
、
李
時
珍
撰
『
本
草
綱
目
』
で
あ
っ

た
o

s↑注（3
）

（4
）

（5
）

（6
）

（7
）

（o
o
）

　　　　　　　　　　　1211109（1
3
）

杉
本
勲

『近
世
実
学
史
の

研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
三
月
）
。

本
論
文
で

は
、
『
本
草
綱
目
』
の
版
本
に
①
②
③
④
と
い
う
記
号
を
使
う
た
め
、
便

宜
上

『訓
蒙
図
彙
』
の
版
本
を
0
②
③
と
い
う
記
号
を
使
い
、
区
別
を
つ
け
る
。

『
訓
蒙
図
彙
』
寛
文
版
本
の
引
用
は
国
会
国
立
図
書
館
蔵
〈
＝
七
ー
一
八
〉
、
寛

文
六
年
（
一
六
六
六
）
’
山
形
屋
版
本
に
拠
る
。
旧
字
体
を
常
用
漢
字
に
直
し
た
。

杉
本

つ

と
む
「
解
説
」
（
『
訓
蒙
図
彙
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
五
年
七

月
）
。
勝
又
基
「
絵
入
り
百
科
事
典
の
工
夫
1
『
訓
蒙
図
彙
』
と
『
和
漢
三
才
図

会
』
」
（
『
教
養
の
浸
透
－
江
戸
の
出
版
文
化
と
い
う
回
路
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三

年
十
一
月
）
。

勝
又
基

「
『訓
蒙
図
彙
』
解
題
」
（
『
江
戸
時
代
図
説
百
科
　
訓
蒙
図
彙
の
世
界
』
、

大
空
社
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
）
。

海
野
一
隆
「
江
戸
時
代
刊
行
の
東
洋
系
民
族
図
譜
の
嗜
矢
」
　
（
『
日
本
古
書
通
信
』

第
八
九
六
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
。

木
村
陽

二
郎

「
中
村
楊
斎
の
訓
蒙
図
彙
に
つ
い
て
」
（
『
教
養
学
科
紀
要
』
第
五

巻
、
一
九
七
三
年
三
月
）
。
勝
又
基
「
江
戸
の
百
科
事
典
を
読
む
ー
『
訓
蒙
図
彙
』

の
変
遷
」
（
『
月
刊
し
に
か
』
第
十
一
巻
、
第
三
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
。
な
お
、

小
林
群
次
郎
氏

『江
戸
の

イ
ラ
ス
ト
辞
典
　
訓
蒙
図
彙
』
（
勉
誠
出
版
、
1
1
1
O
二

年
十
月
）
に
よ
れ
ば
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
刊
、
寛
文
六
年
版
本
を
縮
刷
し

た
再
版
『
新
刻
訓
蒙
図
彙
』
二
〇
巻
等
が
あ
る
。

渡
邊
幸
三
「
李
時
珍
の
本
草
綱
目
と
そ
の
版
本
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
第
十
二
巻
第

四

号
、
一
九
五
三
年
六
月
、
東
洋
史
研
究
会
）
。
岡
西
為
人
『
本
草
概
説
』
（
創
元

社
、
一
九
七
七
年
十
二
月
）
。

杉
本
つ
と
む
『
日
本
本
草
学
の
世
界
』
　
（
八
坂
書
房
、
二
〇
＝
年
九
月
）
。

注

（
8
）
の
渡
邊
論
文
。

注

（
8
）
の
渡
邊
論
文
。

拙
稿

「
『訓
蒙
図
彙
』
寛
文
版
本
と
『
本
草
綱
目
』
承
応
・
万
治
系
統
版
本
ー
図
像

の

分
析
か

ら
ー
」
（
『
語
学
教
育
研
究
論
叢
』
第
三
六
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
。

注

（1
2
）
の
拙
稿
。
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（1
）

（1
5
）

　17
xu

　16

w
使
用
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

国
会
国
立
図
書
館
所
蔵
・
『
本
草
綱
目
』
承
応
二
年
版
本
〈
特
一
ー
八
六
二
〉
。

国
会
国
立
図
書
館
所
蔵
・
『
本
草
綱
目
』
寛
文
九
年
版
本
〈
特
1
－
八
九
五
〉
。

拙
稿

「
『訓
蒙

図
彙
』
と
『
本
草
綱
目
』
－
寛
文
版
本
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
ー
」

（
『外
国
語
学
会
誌
』
第
四
八
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
。

注

（1
5
）
の
拙
稿
。

『本
草
綱

目
』
の
本
文
の
引
用
は
、
国
会
国
立
図
書
館
所
蔵
・
『
本
草
綱
目
』
寛
永

十
g
年
版
本
　
〈
特
一
ー
三
〇
二
四
〉
に
拠
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、
訓
点
を
略
す
。

な
お
、
注
（
8
）
の
渡
邊
論
文
に
よ
れ
ば
、
寛
永
十
四
年
版
本
の
訓
点
に
は
誤
読

が
多
い
。
そ
の
た
め
、
そ
の
訓
点
に
従
わ
ず
、
私
に
訓
読
文
を
付
け
た
。
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